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6月 第 1.2週の礼揮説教要約

“6月 6爾 :マルコ福膏書 2:5“ 12

「 越きて歩く時 」

・ 6月 13圏 :マルコ福音書 2:13申 17

「 招かれる者 」

衣笠病院教余 牧師 宮糠疑―郎



霧比牧 《 起きてか く力争、書紳 れヽる者 》

ガ IJラ ヤi吉鷲畔のカファルナウムとヽ`えば、咸人 ヒノ〔イエスが説九を離

♯ヽて独ユ して槙んだヤで
｀
す。蒟机や几弟締体 と蛯ごしたナザ レうヾ波郵な

ら、カファルナウム|ま イエスご自身の野と永乳 fれ ます。ガリラヤ湖で

漁争する簾孵予の野'で｀もありまたた。その錢、イエス械禽身の象 |〔 ヽ`て、そ

の噂 》間、ヽた雄隣の人々がそこ|(ォ▼ヒ掛けて永ます。姜,亀 自なら、会壼

で
｀
人々に語 りかけるところで

｀
すが、その餞ぼ千餞だったようです。:書 ら

ねノ1・ :畿 の内窓械咸金ながられ鍮されてヽ`まぐんが、イエスの話が十新さ

ゼ られるところ力`ら鶯まるエピソー ドが中Iヾ の・ま奮蠅.と なります。

噂争間ヽ`て、緩
"｀

らその場 it押 ヒう`けたグループが体の藤率が
'3ゼ

な

ヽヽ寝′できりの男性争伴ってイエス|(薔 会争ネめて未たので
｀
す。ところうヾ

人混みlt tΨ ヒ晨さ才kて 十lt械 入才tず 、上むを得ず家の上|(の ばり、こ根

争漱tl力 しヾてそこう`ら男性
'つ

り1ご ろします。たまたまその規目t層 李わせ

た律法学者逮は、この機持手段が既に常軌 な亀 しており黒罪で11済 まf

れぬことを察タロヒます。すると、家上のイエスは億外にもこれな春める

ことなく、つり下ろされ′(蒲 側Ht向かってこう絡 りかけました。「あなた

の罪11紋 される」.ナザレのイエスの実家は人スです。その市警受け継

く
｀
者ならば准根の修理くらヽ`はお手の物で

｀
す。

すると、人々の議が今度 |ま す機の上のイエス|(j上 がれます。律法学者

逢 もイエスの発すlt警愕 します。農極の夜績など一切、氣11も かけぬ家

ムイエスが、彼 らの強行手,史 争、費け流すばかりか、同時 11「 罪を救ず」

ことまで
｀
したり`らです。不雄の盛を怠う者が、何 らう`の理由で罪を負う

者で
｀
もある可能性な困采律によって部押員にようとする試み(1、 十代'li会

|(ぼ 終竜 ttあ り、 この場李、恙者の疲状だけに雛定 して対應する街はあ

り妻ゼん。ところがイエスは、その場で
｀
男性の罪責の会て,一方的 |(黒

it牽 したのて
｀
す。

ィムスの輩鸞を爾itし た樺議学者鑢は、これが赳権行為で
｀
あるととも

|《 :1幸 きも簡漉する奔奮てあることを會くみ浚す。罪の紋 ヒ(111中 のキ権事

項で'あ る(武 ずだと、馬の中ギ
｀゙
+ん で

｀
嗜ヽ す。



突然羞オ量う`ら拳り下ろが才ず
=率 犠よりも、李度械イエスの発‡のオうヾ

11る う`11聞蠅,i亀 され難めてヽ`るその製‖t、 イエス1賞 薇 らのィヽ十き読んで
｀

こうイ守|ナ かえ政す。「このス澳1、 あなたの準械紋すれノ(と 言うのと、馬き

て本かれヽ`てナけ、と會うのとど
｀
ちらがあという`。」と。イエスはこの場

で
｀
男性の身代わり11+宇策を脊負って、ヽるit等 し、ヽので

｀
す。

1て 、このま薔 しヽ 流`黙 |♯ イエスの1ら なる一曹|(よ って破.ら れる時、

デ基威す。イ風ス械男犠に向う`って、「ぁなた|(育 う、たきて本を組ぎ、

家it咋 りなさい。」すると、その人は言われるが儘に、ナヽ`てその場から

ユち心ります。造り上なるや 11、 その人の蒸痒を懸 ヒ起きムうヾらゼ、ある

べき姿にととのえて、犠会の中へと送り出したのでした。

寸て、ム体′・誌えで拉会上雄
'4る

者の十にも、オヤの故 ヒ争諸うべき者

の姿がありました。数税人で
｀
す。罪静恙う名人て

｀
ぼなく、鍵凛な罪人と

で
｀
も定義 ヒ重しょう。言警邊びではありまヤん。これは、イエスの會景

のサ|(あ るものと、相雌ずる表現です。すなわち F諷者を必姜とするの

のは、人入な人ギ(1な く、痛人で
｀
ある。私が未たのは、ニヒヽ`人卸 3く た

めて
｀
11な く、罪人懇:3く ノ〔めで

｀
ある。」とヽ`う言鷲で

｀
す。その罪人とは極

会 |(横嗜ずべき人間で
｀
ほなく、すでlt糧会 |(参カロしてヽヽる人々で

｀
す。彼

らが普地の家に復み、壼々とな争‡磐き、会会をする賞璃械、もちろん彼 ら

の様ぎの十つヽら賄われます。その餞、ガリラヤ湖の畔にヽ`たのは、おそら

く範行税争散」又する嶽税人で、その名警レヴイとヽ`ヽ`崚した。私 lt機 ヽ`

なす｀`とヽ`うイエスの嗜び掛け|(、 直ちlt氏 ったのがこの人で、彼職、薇

はイエスを亀宅|(津 き入れ、多くのけ間と共に会事なし崚ず。ま3イ寺すれ

たなの十ltは 、腐れ体のファ)リ サイ人や樺法学者もヽ`て旱々にムち慕ろ

うとにてヽ`たときlく 、その場で
｀
和氣盛々と会会 ヒ・〔ヽ る`イエスの姿デ自

|(入 ります。「(こ んな所澤1、 ふてヽヽたのう`い。・、こう`も蝶奉揚えて、泰 ヒそ

う|(準 人らとi:争 り春うとはⅢ…)」 そう、イエス争滝、ヽたここの家ふこそ

が、イエスの弟子|(な ったばう`りの激税人レヴイで
｀
した。ローマ帝麟の

支議もの下で、庶民から血税を春き上げて、ヽる罪人の頭 (?′ f)の 一人で'、 ユ

ダヤ人う`も11恙 み鎌われておりまヒf〔 .こ かし、彼もイエス|(救 われ、悔

ヽ`次めて、その機、季二うヽも亀ざうヽって、ヽた私会人の一人だったので
｀
す。


